
要配慮者利用施設の避難訓練に係る講習会を開催しました
～避難の実効性を高める取り組み～

R7.11.10

○藤井寺市において、洪水浸水想定区域内にある要配慮者利用施設の管理者等を対象に避難訓練の実施率を上げる事を
目的とした施設タイムラインの作成に関する講習会を開催しました。

○意見交換会は、各警戒レベルで何をするべきか、リラックスした雰囲気で少人数による対話を行うワールドカフェ方
式で行われ、各施設が抱える避難に係る課題抽出と解決策について意見を出し合い施設タイムラインを作成しました。

○参加していただいた各施設の方には、講習会終了後に各班で作成したタイムラインシートの写真を持ち帰っていただ
き、今後すすめていく訓練の参考としていただくことで、避難訓練の実施率向上を図ります。

－大和川河川事務所－

【参加者の声】
• 老人ホームや病院、学校など他の施設の方と意見を出し

合うことで、今まで考えていなかった視点もあったので、施
設に持ち帰って共有を図りたいです。

【問い合わせ先】
国土交通省 近畿地方整備局 大和川河川事務所 流域治水課
〒５８２－０００９ 大阪府柏原市大正２－１０－８
ＴＥＬ ０７２－９７１－１３８１

＜ワールドカフェ方式のイメージ＞
凡例

固定（カフェマスター）

第2ラウンド時移動

第3ラウンド時移動

【日 時】令和７年１０月２７日（月） １４時００分～１６時００分

【場 所】藤井寺市立市民総合会館 中ホール

【参加者】要配慮者利用施設関係者 ２０施設２７名

行政関係者（気象台、大阪府、奈良県、大阪市、藤井寺市） １５名

【議 題】①避難訓練の必要性について（藤井寺市） ②防災気象情報について（大阪管区気象台）

③意見交換会 テーマ：施設利用者と施設職員の命を守る行動

■ 実施概要

講習会終了後意見交換会の様子講習会あいさつ（藤井寺市長） 作成された施設タイムラインシートの一例
※警戒レベル2までを抜粋
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